
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
工業科の専門学習で培った「ものづくり」の技術を活かして、

電気・機械科電子機械コースでは「植物工場」キットを製作しま

した。LED光源を利用して、光の色の違いによる植物の育ち方を

比較する研究は、地域創造科食農創造コースとの共同プロジェク

トの形で進められてきました。今年度は、これまでの成果を活か

してさらに深化しています。 

昨年度、京都大学大学院の清水浩先生の指導のもと取り組んだ「単色６色の比較実験」の結果、 

これまでの学説と同様に「赤と青の色が特に生育に重要な要素である」、ということを自分たちで立証

しました。しかし、単色を照射しただけでは、徒長（長く伸びすぎる状態）ぎみに育つ傾向になるこ

ともわかりました。 

今年度は、この赤・青の２色を研究の柱として、 

①赤・青の光量の比率を変えて、生育の違いを比較する 

②赤・青に、さらに１色を加えて、植物の生育にとって最適な組み合わせを検証する 

ことに挑戦します。 
 

装置自体の設計製作は、より精度とオリジナ

リティを高めています。色を組み合わせるため

に、それぞれに独立して必要な電源のレイアウ

トを工夫し、調光しやすくしました。１学期に

は新型も３台が完成し、すでに食農創造コース

の培養室の中で実験が続けられています。２学

期には全６台が勢ぞろいし、研究はいよいよ佳

境を迎える予定です。 

工業科の「ものづくり」精神は、新しい農業技術の学習の中でも発揮されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
若狭東高校 

ＳＰＨ 

昨年度の先輩方が製作したキットをさらに改良しました。昨年度は

単色での栽培しかできませんでしたが、今年度は３色のＬＥＤを同時

に使用できるようになりました。ＳＰＨを通して「ものづくり」の楽

しさを改めて感じることができています。ＳＰＨの最終年度に私たち

が参加できてよかったです。 

小見山 敬弘さん・谷口 高貴さん・栗駒 海斗さん（電気・機械科 電子機械コース ３年） 

    
 いよいよ学校祭が始まります。１日目、第二

体育館の「学科企画」の中で、ＳＰＨ関連商品

を販売します。皆さんから好評をいただいてい

るこの企画も３年目を迎えました。自慢の商品

でお迎えします！事前に前売り券購入をお忘れなく。 

 

 

 

 

 

写真は昨年度の様子 


